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(57)【要約】
【課題】　患者の生体情報を計測に際してその負担を小
さくすることが可能にする。
【構成】　患者αの各種の生体情報を計測する計測部１
００と、計測部１００の計測データを無線で送信する送
信部２００と、送信部２００から送信された計測データ
を受信する受信部３００とを備えている。計測部１００
は、患者αの耳βに装着可能であって内耳ε付近の体温
を計測する体温センサ１１０と、患者αの耳たぶγに装
着可能であって耳たぶγの血流量を計測する脈拍センサ
１２０と、患者αが排出した尿を溜める収容袋２の荷重
を計測する尿量センサ１３０等を備えている。体温セン
サ１１０及び脈拍センサ１２０を患者αの耳βに簡単か
つ確実に装着するためにセンサーアタッチメント３を用
いている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
患者の体温、脈拍、尿量その他の生体情報を計測する計測部と、計測部から出力された計
測データを無線で送信する送信部と、送信部から送信された計測データを受信するととも
に出力する受信部とを備え、計測部は、患者の耳に装着可能であって内耳付近の体温を計
測する体温センサと、患者の耳たぶに装着可能であって耳たぶの血流量を計測する脈拍セ
ンサと有していることを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項２】
請求項１記載の生体情報監視システムにおいて、計測部は、患者が排出した尿を溜める収
容袋の荷重を計測する尿量センサを有していることを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項３】
請求項１又は２の生体情報監視システムに使用されるセンサーアタッチメントにおいて、
患者の耳に装着可能な挿耳型本体部と、挿耳型本体部の先端側に設けられた赤外線放射温
度計その他の体温センサと、外耳装着部の基端側に設けられ且つ患者の耳たぶにその表裏
から挟んで装着可能なクリップ部と、クリップ部に設けられた透過型光センサその他の脈
拍センサとを有していることを特徴とするセンサーアタッチメント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、病院の入院患者等の体温、脈拍、尿量その他の生体情報を計測して集中監視
する生体情報監視システム及び同システムに使用されるセンサーアタッチメントに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、病院における医師及び看護師の業務を効率化するために、患者別の各種の検診計
測手段を病室内もしくは各患者のベット別に装置化し、これらの計測結果をナース室等で
集中管理する生体情報監視システムが提案されている（例えば、特許文献１等）。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１９１８６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来例による場合、患者の体にセンサー等を貼り付けたりすること
が必要であり、重篤な患者でないときには、センサー等が障害になって自由に動くことが
できず、負担が大きいという欠点がある。
【０００５】
　本発明は上記した背景の下で創作されたものであって、患者の生体情報を計測に際して
その負担を小さくすることが可能な生体情報監視システム及び同システムに使用されるセ
ンサーアタッチメントを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る生体情報監視システムは、患者の体温、脈拍、尿量その他の生体情報を計
測する計測部と、計測部から出力された計測データを無線で送信する送信部と、送信部か
ら送信された計測データを受信するとともに出力する受信部とを備え、計測部は、患者の
耳に装着可能であって内耳付近の体温を計測する体温センサと、患者の耳たぶに装着可能
であって耳たぶの血流量を計測する脈拍センサとを有している。また、計測部は、患者が
排出した尿を溜める収容体の荷重を計測する尿量センサを備えるようにすることが望まし
い。
【０００７】
　本発明に係るセンサーアタッチメントは、同システムに使用されるセンサーアタッチメ



(3) JP 2008-284201 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

ントであって、患者の耳に装着可能な挿耳型本体部と、挿耳型本体部の先端側に設けられ
た赤外線放射温度計その他の体温センサと、外耳装着部の基端側に設けられ且つ患者の耳
たぶにその表裏から挟んで装着可能なクリップ部と、クリップ部に設けられた透過型光セ
ンサその他の脈拍センサとを有している。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の請求項１に係る生体情報監視システムによる場合、患者の耳に装着可能であっ
て内耳付近の体温を計測する体温センサと、患者の耳たぶに装着可能であって耳たぶの血
流量を計測する脈拍センサとを有した構成となっているので、両センサの取り付けや取り
外しが容易であり、センサー等が障害にならず患者が自由に動くことができ、計測時の患
者の負担が小さいという効果を奏する。
【０００９】
　本発明の請求項２に係る生体情報監視システムによる場合、請求項１の構成を前提とし
て、患者が排出した尿を溜める収容体の荷重を計測する尿量センサを有する構成となって
いるので、請求項１の効果に加えて、患者の尿量を正確に計測することができ、計測精度
が高くなる。
【００１０】
　本発明の請求項３に係るセンサーアタッチメントによる場合、挿耳型本体部に体温セン
サ及び脈拍センサが備えられた構成となっているので、患者の耳に一度に装着することが
可能になり、非常に使い勝手が良い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は生体情報監視システムの
構成図、図２は同システムの使用方法を説明するための説明図、図３は同システムに使用
されるセンサーアタッチメントを耳に装着した様子を示す図、、図４は同センサーアタッ
チメントの側面図、図５は同システムの尿量センサを示す部分外観図である。
【００１２】
　ここに掲げる生体情報監視システムは、病院における医師及び看護師の業務を効率化す
るためのシステムであって、図１及び図２に示すようにベッド１で寝ている患者αの体温
、脈拍、尿量その他の生体情報を計測する計測部１００と、計測部１００から出力された
計測データを無線で送信する送信部２００と、送信部２００から送信された計測データを
受信するとともに出力する受信部３００とを備えている。計測部１００及び送信部２００
については病室内に配置している一方、受信部３００については看護師の詰め所内等に配
置している。
【００１３】
　計測部１００は、患者αの耳β（図３参照）に装着可能であって内耳ε（図３参照）付
近の体温を計測する体温センサ１１０と、患者αの耳たぶγ（図３参照）に装着可能であ
って耳たぶγの血流量を計測する脈拍センサ１２０と、患者αが排出した尿を溜める収容
袋２（収容体）の荷重を計測する尿量センサ１３０等とを備えている。なお、これら以外
のセンサについては図示省略されている。
【００１４】
　ここでは体温センサ１１０として赤外線放射温度計、脈拍センサ１２０として発光ＬＥ
Ｄ、受光ＬＥＤを内蔵した透過型光センサ、尿量センサ１３０として歪ゲージを用いてい
る。また、体温センサ１１０及び脈拍センサ１２０を患者αの耳βに簡単かつ確実に装着
するために図３及び図４に示すようにセンサーアタッチメント３を用いている。
【００１５】
　センサーアタッチメント３は、患者αの耳βに装着可能な挿耳型本体部３１と、挿耳型
本体部３１の先端側に設けられた体温センサ１１０である赤外線放射温度計３２と、外耳
装着部３１の基端側に設けられ且つ患者αの耳たぶγにその表裏から挟んで装着可能なク
リップ部３３と、クリップ部３３に設けられた脈拍センサ１２０である透過型光センサ３
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４と、挿耳型本体部３１から取り出された信号線３５とを有している。
【００１６】
　このようなセンターアタッチメント３を使用して装着すると、これが患者αの耳βに耳
に確実に装着されるだけでなく、赤外線放射温度計３２が患者αの内耳εの近くに位置（
視床下部への動脈が通っている体表面の中で最も中核温に近い体温を測定可能な位置）し
、過型光センサ３４の発光ＬＥＤと受光ＬＥＤとの間に耳たぶγが挟まれる。その結果、
赤外線放射温度計３２及び透過型光センサ３４により患者αの体温及び脈拍が安定して正
確に測定可能になる。
【００１７】
　尿量センサ１３０は、ベッド１に取り付けられたボックス２に備えられており、図５に
示すように収容体２を引っかけるフック１３１と、フック１３１の後端側に連結されてお
り且つアルミの角パイプを折り曲げて作成した荷重検出体１３２と、荷重検出体１３２の
上端に固定された鉄製のベース部１３３と、荷重部１３２に取り付けた歪ゲージ１３４と
を有している。即ち、収容袋２の荷重に応じて荷重検出体１３２が変形して歪み、その歪
みの大きさを歪ゲージ１３４により測定し、患者αが排出した尿量として出力するように
なっている。
【００１８】
　送信部２００はボックス２に備えられており、計測部１００の体温センサ１１０、脈拍
センサ１２０、尿量センサ１３０その他の各種センサの出力信号をＧＦＳＫ方式等でデジ
タル変調し、ＩＳＭ（工業・科学・医学）バンドと称されている２．４ＧＨｚ帯の電波で
送信する構成となっている。
【００１９】
　他の医療機器に与える影響を小さくするために出力については１ｍＷとし、伝送レート
については２５０ｋｂｐｓとしている。送信データとしては、計測部１００の計測データ
だけでなく、病室等を特定するデータも含められている。
【００２０】
　なお、送信部２００は小出力であるので、その伝送距離は１０～３０ｍであるが、それ
以上の距離を必要とする場合には無線中継機を別途用意すれば良い。
【００２１】
　受信部３００は、各病室１設置された送信部２００から送信された電波を受信して復調
する受信機３１０と、受信器３１０から出力された復調信号を入力するとともに計測部１
００の計測データを所定の形式で表示出力等するパソコン３２０とを有した構成となって
いる。
【００２２】
　パソコン３２０は、各病室の患者αの体温、脈拍、尿量その他の生体情報を所定の形式
でディスプレイに常時表示出力し、異常値が検出されると、警報する等の処理を行なうよ
うになっている。
【００２３】
　以上のように構成された生体情報監視システムでは、計測する必要があるのが体温及び
脈拍だけであるときには、センターアタッチメント３を耳に装着するだけで良く、自由に
動くことができ、負担が非常に小さい。また、システムとして非常にシンプルであるので
、低コスト化を図ることが可能になり、同システムを一層普及させる上で大きな意義があ
る。
【００２４】
　なお、本発明に係る生体情報監視システムは、上記実施形態に限定されず、例えば、計
測部については、患者の体温、脈拍、尿量以外の生体情報を計測する形態であっても良く
、そのセンサーの組み合わせは任意である。送信部については、送信周波数及び送信出力
等の形態が特に問われない。体温センサについては、患者の耳に装着可能であって内耳付
近の体温を計測する機能を有する限り、その種類等が問われず、測温抵抗体等を用いて良
い。脈拍センサについても同様であり、患者の耳たぶに装着可能であって耳たぶの血流量
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い。勿論、両センサをセンターアタッチメントを用いることなく別々に耳に装着するよう
な形態であっても良い。
【００２５】
　本発明に係るセンターアタッチメントは、上記実施形態に限定されず、例えば、挿耳型
本体部については、患者の耳に装着可能である限り、その形状等が問われない。クリップ
部については、外耳装着部の基端側に設けられ且つ患者の耳たぶにその表裏から挟んで装
着可能である限り、ヒンジの有無も含めて、その形状等が問われない。体温センサ及び脈
拍センサについては、その種類が問われないのは上記した通りであって、その種類に応じ
て取り付け箇所等を適宜設計変更すれば良い。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態を説明するための図であって、生体情報監視システムの構成
図である。
【図２】同システムの使用方法を説明するための説明図である。
【図３】同システムに使用されるセンサーアタッチメントを耳に装着した様子を示す図で
ある。
【図４】同センサーアタッチメントの側面図である。
【図５】同システムの尿量センサを示す部分外観図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１００　計測部
　　１１０　体温センサ
　　１２０　脈拍センサ
　　１３０　尿量センサ
　２００　送信部
　３００　受信部
　３　　　センサーアタッチメント
　α　患者
　β　耳
　γ　耳たぶ
　ε　内耳
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